
2018年9月9日  週間メッセージ祈りのカード           (資料提供: インマヌエルソウル教会  http://www.darak.net、 htpp://www.jcking.net) 

産業宣教：OMCと第1、2、3 RUTC時代 (33)－ RTS週間 －「Remnant

神学院」(使17：1、使18：4、使19：8) 

聖日１部：RTS聖日 (Ⅱ列2：9－11) 聖日２部：契約とビジョン、夢と決断 (ダニ1：8－9) 伝道学：伝道者の生活と第1、2、3 RUTC時代 (33)「伝道者の条件」(ピリ

4：13) 

 

1．RTS弟子 

1) 伝道者たちの弟子 

2) 次世代伝道者 

3) Remnantの指導者  

 

2．Remnant神学院  

1) 申6：4－9 

2) Ⅰサム7：1－15 

3) Ⅱ列6：8－24 

4) イザ62：6－12 

5) 使17：1、18：4、19：8  

 

3．未来の伝道者 

1) 伝道神学 

2) 伝道弟子 

3) 宣教弟子 

 

 

核心：第1、2、3 RUTC時代 (33)－ RTS週間 －「急務な運動」(Ⅱテモ1：

4－5) 

 

1．世界の問題 

1) 牧会者の伝道(福音)訓練の不在 

2) 多民族の伝道訓練の不在 

3) Remnantの伝道訓練の不在 

 

2．次世代伝道者 

1) Ⅱテモ1：4－5 

2) Ⅱテモ2：1－7 

3) Ⅱテモ3：1－13、14－17 

4) Ⅱテモ4：1－5 

 

3．癒し、サミットの伝道者   

1) 病んでいる世の中   

2) 霊的問題の世の中 

3) 精神問題の世の中 

  

＊序論 

1)教役者が間違って、イスラエル民族が奴隷になったのだ。それゆえ神

様がモーセという人物を作り出されたのだ。モーセを手助けすれば大

変なことになるのに、モーセをよく見て、いのちをかけて助けたのがイ

テロ長老だ。 

2)悪い王アハブ王が入って偽り預言者が起き、福音を持っている預言者を

みな殺せということだ。そこで、アハブ王の臣下なのにオバデヤという

重職者が、神学生100人を隠して育てた。 

3)また、教会が誤って教役者が誤ったからローマに属国になった。幸い

に、ローマ16章に真実な重職者が起きたのだ。 

▲オバデヤという重職者は、神様の約束が何かを分かった。オバデヤは

ただ一度だけの人生を神様が最も希望されることにささげた。神様が

今でも働いておられる3つのことがある。 

 

1.カルメル山運動だ。 

▲カルメル山で、偽りの預言者と戦って、完全に霊的勝利した。みなさん

が揺れないでいれば、みなさんが行く所ごとに暗やみの勢力が崩れる

ようになっている。 

 

2.ホレブ山運動だ。 

▲エリヤが疲れたとき、神様は主の使いを送って、力を与え、ホレブ山で

おっしゃられた。そこで、7千人の弟子と神学生エリシャを見つけて育て

るようになったのだ。ここに重要な役割をした人がオバデヤだ。 

 

3.ドタンの町運動だ。 

▲これが目標だ。エリシャを呼んだが、エリシャが全てを捨ててついてき

た。私たちはこういう神学生を育てなければならない。実力があって、

よく生きていたが、最も危機にあっていたエリヤについて出た。神様が

呼ばれれば行くので、いる間には福音を伝えるのだ。エリシャがヨルダ

ンの前で、エリヤに、私に霊の二つの分け前をくださいと祈った。後ほ

ど7千人の弟子を越えて、ドタンの町運動が起きた。アラムの軍勢と戦

わないで勝った。みなさんが神様の契約を握っていれば、必ずこういう

時刻表がくる。 

 

＊結論 

▲今でもカルメル山、ホレブ山、ドタンの町運動は起きている。すべての

信じる者には、同じようにこの三つの力と祝福を与えられた。(ヤコブ5:1

7)神様は今でも力の神様だ。みなさんが揺れても、神様はみなさんを

離れない。私は間違っても、主は私とともにおられた。神の子どもだと

いう理由で・・・なぜか。この福音を伝えなければならないから・・・オバ

デヤとともにおられた主は、今でもともにおられる。エリヤに力のわざ

を行われた主なる神様は、今でもその力を同じように行われる。その

契約だけ握ったが答えがきた。 

▲確実な契約の旅程をはっきりと握りなさい。そうすれば、あかしする日

がくるだろう。私が本当に答えを受ければ話すようになる日がくる。私

がとても恵みを受ければ誰が話させないでも、話が出る。神様の恵み

が私に臨んだのに何が恐ろしいだろうか。今日から、みなさんはこの

契約の中に入って新しく始めることを主の御名で祈ります。 

＊序論 
▲神様はみなさんに契約を確かに与えられた。そして、その契約にと
もなうビジョンを与えられた。それがみなさんの夢になって、決断す
るとき、成就し始める。 

▲今、イスラエルの国が捕虜になった。どのように解釈すべきなの
か。 

1)今、起きているすべてのことは、メッセージ(福音)として受け入れな
ければならない。なぜ捕虜なったのか。捕虜になるしかない。それ
では、どのようにするべきか。メッセージとして受け入れなければ
ならない。ダニエルと三人の同僚は、危機がきたとき、危機を選択し
た。危機ではないためだ。 

2)メッセージを握ってこそ、契約の旅程を行くようになる。必ずこの中
にいなければならない。 

(1)契約-イスラエルの滅亡、このとき呼ばれた。 
(2)ビジョン-バビロン滅亡(バベロンが見られなかったことを見たのだ) 
(3)夢-ここで握った夢が回復だ。 
(4)みことばよって(イメージ)-神様が力で成就されるということだ。 
(5)実践-私たちの実践は決断を下したのだ。それゆえ、神様が人生作
品で答えられた。 

3)霊的サミット-契約の旅程の中にいれば来る答えだ。 
▲天と地と全世界を動かす、契約の中にある深い祈りを味わいなさ
い！そうすれば、答えの中の答え24になる。他の人が見て知るよう
になる。25。その答えは今でも続く。永遠! 

▲本論-このときから、ただ、唯一性、再創造の答えがくる。 
 
1.すべての民に答えをあたえる答え(ダニエル3:8-24) 
▲三人の青年が火の中で投げ込まれる危機の前で告白して、「私たち
の仕える神は、火の燃える炉から私たちを救い出すことができま
す。･･･しかし、もしそうでなくても･･･金の像を拝むこともしません。」
その事件以後、ネブカデネザル王は、文書を書き送り、バビロンで
より一層、三人の青年を高めた。 

 
2.王にをあたえる答え 
1)ネブカデネザル王に夢に対する答えを与えた。(ダニエル4:17-37) 
2)ベルシャツァル王(ダニエル5:1-31) 
3)ダリヨス王(ダニエル6:10-22)に答えを与えた。 
 
3.ダニエルの大きい祈り(ダニエル10章) 
▲ダニエル10:12-14,「彼は私に言った。『恐れるな。ダニエル。あなた
が心を定めて悟ろうとし、あなたの神の前でへりくだろうと決めたそ
の初めの日から、あなたのことばは聞かれているからだ。私が来
たのは、あなたのことばのためだ。ペルシヤの国の君が二十一日
間、私に向かって立っていたが、そこに、第一の君のひとり、ミカエ
ルが私を助けに来てくれたので、私は彼をペルシヤの王たちのとこ
ろに残しておき、終わりの日にあなたの民に起こることを悟らせる
ために来たのだ。なお、その日についての幻があるのだが。」 

 
＊結論-答えはすでに出ているから、どこにいるかが重要だ。 
1)ダニエル1:8-9,偶像崇拝した食べ物を食べないということだ。 
▲三人の青年とダニエルの告白-そうでなくても、文書に印が押された
ことと分かっても・・・ 

2)詩103:20-22、私がどこにいるかが重要だ。神様が本当に望んでおら
れる場に・・・ 

3)すべての所に神様をほめたたえる平和の福音が宣べ伝えられたの
だ。これが目標だ。 

 

1．理由がない者  

1) マタ28：16－20   2) マコ16：15－20   3) 使1：1－8  

 

2．理由を知る者  

1) 強大国の滅亡   2) ローマの滅亡   3) ユダヤ人の滅亡 

 

3．別の理由を知る者  

1) 最初から最後まであるサタンのしわざ 

2) 12の問題 

3) 今も続いている 

  

区域教材36課：福音刻印 ⑤私はなぜ確信がないのか(Ⅰヨハ5：11－13) 

 

私が神の御子の名を信じているあなたがたに対してこれらのことを書

いたのは、あなたがたが永遠のいのちを持っていることを、あなたが

たによくわからせるためです。 (13節) 

序論 / 教会に通う人がなぜ確信なく生きていくのか 

 

本論 / 

1．救われた者のいのちを知らないためである 

1) 救われた者とは、イエス様を認めて受け入れた者を意味する (ヨハ

1：12、黙3：20) 

2) イエス様だけに仕える者は、その内に聖霊が宿っておられる (ロマ

8：2、Ⅰコリ3：15、12：3) 

3) いのち(聖霊)がない者はどんな状態なのか 

  － ヨハ8：44、使10：38、マタ11：28－29、12：25、エペ2：2－3、使8：4

－8、16：16－18、ルカ16：19－31 

 

2．救われた者の祝福を知らないためである 

1) わざわいと報いの条件である罪から解放 － エペ2：1 (原罪、自ら犯

した罪、先祖の罪) 

2) 世の荷、サタンの権威から直ちに解放 － エペ2：2 

3) 地獄の権威から永遠に解放 － エペ2：6 

4) 救われた者はこの地で、後に来る世代において証拠を見せるように

なる － エペ2：7 

 

3．救われた者の特権を知らないためである (マタ16：13－20) 

1) 福音伝播の特権を信徒だけに与えられた (岩 － 救い、教会 － 伝

道) 

2) サタンの権威に勝つ特権を信徒だけに与えられた (Ⅰペテ5：8、ヤコ

4：7、ルカ18：5) 

3) 祈りの答えの特権を信徒だけに与えられた (箴16：4) 

 

4．救われた者の生き方を知らないためである 

1) 未信者の生き方を確認してみなければならない 

2) 信徒は聖霊の導きを受けなければならない 

 － ヨハ14：27、Ⅰペテ5：7、ガラ2：20、使5：1－10 

3) 聖霊の導きを受けるための条件がある 

(1) 生活の中心がイエス・キリストでなければならない (Ⅱコリ5：17) 

(2) 生活の優先が祈りでなければならない (使16：13、16：16) 

(3) 生活の全部が福音伝播でなければならない (使1：8) 

 

結論 / 5つの確信 

救いの確信、祈りの答えの確信、罪の赦しの確信、導きの確信、勝利の

確信 



 

 
1)聖日1部(9月2日)→ 237カ国を生かす人生 (マタ28：18ー20) 
▲サタンがもたらした12の人生問題を解決する答えは→ ただ福音！ 

①ただ福音で→ 刻印、根、体質にならなければならない。 
②2018年味わわなければならない答え→ いやしとサミット 
③神様が備えておかれた弟子を見つけなさい→ 持続する伝道運動の鍵(使徒13:48礼拝できる者、忠実な者-みことばを慕

い求める、その中にいる弟子を見つけて、正しく訓練させなさい) 
 

2)聖日2部(9月2日)→ 私が持った義 (ピリ3：1ー21) 

▲創造主なる神様の絶対主権と神様の恵みの中にいる“私"→ 私たちの信仰の姿(Ｉサムエル2:1,私の心が主によって、私
は主の救いによって喜ぶ) 

①私が持った義→ ピリピ3:9(ただキリストを信仰によること)-使徒1:1,3,8) 

②毎日→ ピリピ3:12(キリストに捕えられた祝福の中で-礼拝,フォーラム,祈り,現場) 
③未来→ ピリピ3:14(目標- 5つの基礎システム,7現場,RUTC-一生スクール/祈りスクール/サミットスクール) 
④結論→ ピリピ3:17-19でなく,私たちの国籍は天にある(ビル3:20)この祝福を持って今日の答えの中に入りなさい。 

 
3)区域教材(9月2日)→ 35課:(福音手紙4課)なぜ私たちにイエスだけが道になるのか(Ｉヨハネ3:8) 
①分別-救いと生活(宗教と福音) ②状態-救われていない状態と救われた状態 

③救い主-ただキリスト(使徒4:12,ピリピ2:5-11)  
④救い→ 3つの時刻表(過去/現在/未来)+3つののろいX(罪/地獄/サタン)+3つの祝福(王/預言者/祭司) 
⑤結論→ エペソ2:10(私たちは神の作品であって、良い行ないをするためにキリスト・イエスにあって造られたのです・・・) 

 
4)アメリカLA伝道集会(8月30日)→ Always-Everlasting (ローマ16:25-27) 
▲みなさん1人が教会を生かすことができる。契約の旅程の中に入りなさい。(CVDIP-契約,ビジョン,夢,イメージ-答え,作品) 

①永遠な約束(Everlasting Promise)-三位一体の神様(みことば働き+3つののろいの解決+3つの祝福の働き)++背景(神の
国)+権威(サタン束縛,サタンに勝つ権威) 

②永遠な答え(Everlasting Answer)- 7現場(福祉,NGO,多民族,難民/脱北者,エリート-いやし) 

③永遠な内容(Everlasting Contents)-使徒1:1,3,8→ 62(21、5つの祈り,７つのタラント、9の流れ,20の伝道戦略) 
④結論-契約を成し遂げる旅程の最も重要なこと(エペソ6:18,使徒3:1,ダニエル6:10,24/25/永遠) 
 

5)中南米(パナマ)伝道集会(9月1日-2日)→   
▲1講:First Chance (使徒1:1-8) 
①序論-先に分からなければならないこと(ますます難しくなる理由-福音を知らないので→ ヨハネ1:12,Iコリント3:16,Iペテロ

2:9-王/預言者/祭司→ ヨハネ19:30→ 本当の理由(CVDIP)→ このとき、神様が重要な答えをくださる。どんな答えをくだ
さるのか 

②My Time-キリスト(全てのもの終わり)+神の国(Mission-神様が私にくださった使命)+ただ聖霊(Missions-中南米福音化) 

③My Challenge(使徒2:1-47)-挑戦の門(マルコの屋上の間-5力、5時刻表、5門)を開いてくだる。 
④My Field(使徒13:1-28:31)-絶対弟子+絶対システム+絶対レムナントをくださるだろう。 
▲2講:Last Chance (使徒1:1-8) 

①序論-私は力ある人,立派な人になることができなくても、霊的サミットにはなれる。(レムナント7人,ヘブル11章の人 ,々初
代教会)このとき、3つの答えがくる。 

②Only(ただ)-神様が造られた私、くださった私のこと、お望みの私の現場が見える。 

③Unique(唯一性)-成人式(Coming of age ceremony)+使命式(Duty ceremony)+派遣式(Dispatch ceremony) 
④Recreation(再創造)-誰も行けない所(Nobody can go)+誰もすることができないこと(Nobody can do)+誰も見えないこと

(Nobody can see)を見るようにされる。 

⑤結論-私たちは世界福音化するだろう(マタイ28:16-20,マルコ16:15-20,使徒1:8) 
▲3講:Everlasting Chance(使徒1:1-8→ ローマ16:25-27) 
①序論-重要な証拠を持って行きなさい(マタイ24:14,使徒1:8,ローマ16:25-27→ CVDIP,使徒1:1,3,8(→62の生活)+三つの答え

(三位一体の神様,背景,権威) 
②牧師-マタイ16:16,Iペテロ2:9,使徒2:1-47,ヨハネ14:1-27,Ⅲヨハネ1:2,使徒9:15,ピリピ3:1-21 
③信徒-使徒2:9-11,使徒11:19,ローマ16:25-27 

④レムナント-申6:4-9,Ｉサムエル7:1-15Ⅱ列王6:8-24,イザヤ62:6-12,使徒17:1/使徒18:4/使徒19:8 

⑤結論-ローマ16:25-27(Hidden everlasting ago+Hidden now+Hidden future) 

 
6)北アメリカ産業人大会(9月4日)→ 未来を備える者たち(使徒18:1-4) 
▲1講:天、地、霊的世界を動かす“深い祈り"→ 完全に福音に答えが出た者(使徒2:10) 

①序論-参考にする部分(サタンの働き,違った体験とわざわい、特別時間を持ちなさい-霊的世界を見て体験(CVDIP)+いや
し(礼拝/霊的いやし/無能/経済/肉体いやし)+神様の働き(5力と9流れ,62の答え,7現場を生かすようになる)→ 三つの答
えがくる。 

②ただの答え(使徒1:1)-創世記3:15,出3:18,イザヤ7:14,マタイ16:16 
③唯一性の答え(使徒1:3)-答えをあたえる人+王の前で+時代を変化させる答え 
④再創造の答え(使徒1:8)-サタンを縛る答え+わざわいを防ぐ答え+レムナント7人/ヘブル11章/ローマ16章の人々にくださ

った答え 
⑤結論-祈りのただ/唯一性/再創造,毎日ただ/唯一性/再創造,私の産業のただ/唯一性/再創造を捜し出しなさい。 
▲2講:神様の奥義-教会(使徒18:1-4) 

①序論-本当に契約を握った人は理由がない。そして本当の理由がある。 
②教会(使徒2:1-47)- 5つの時刻表,5つの門,5つの力を味わいなさい。 
③教会(使徒18:1-2)-地域を生かす地教会 

④教会(使徒18:3-4)-コリント,出会いの祝福,会堂(ローマ生かす重要なはじまり) 
⑤結論-プリスカ夫婦の行跡(使徒2:10,使徒18:1-4,使徒18:24-28,使徒16:19,ローマ16:3-4)+メイソン戦争+光の経済(神殿建築
経済/伝道と宣教経済は別に準備しておかれた) 

▲3講:レムナント運動(使徒18:24-28) 
①序論-祈りの力の中に+教会の祝福の中に+神様の方向(未来-レムナント)の中にいなさい！ 
②時代の使命の隊列の中にいなさい-申6:4-9,Ｉサムエル7:1-15,Ⅱ列王6:8-24,イザヤ62:6-12,使徒18:4  

③隠れた働きの隊列の中にいなさい-残った者,隠した者/隠された者,散らされた者,旅人 
④わざわいを防ぐ隊列の中にいなさい-レムナント7人,バビロン産業人、ローマ16章の人  々
⑤結論- CVDIP+祈り(24/25/永遠) 

 
7)パナマ神学生特講(9月1日)→ Best time 
▲序論-聖書が話すこと(創世記3:15,出3:18,イザヤ7:14,マタイ16:16) 

①旧約- 3つの祭り,契約の箱,幕屋 ②新約-カルバリの丘の契約,オリーブ山の契約,マルコの屋上の間の契約 
③それ以後(After Time)-契約の旅程について行くのだ。 
④結論-契約のメインの内容+62+7現場を見つけなさい。 

 
8)産業宣教(9月8日)→ (RTS週間)レムナント神学院(使徒17:1,使徒18:4,使徒19:8) 
▲他のもので世界福音化することはできない。霊的サミット(霊的世界)+技能サミット(ただ/唯一性/再創造)+文化サミット(100

年/1000年/永遠の答え)の祝福を持って伝道者,神学生を育てなさい。 
①伝道者を作りなさい-弟子,次世代伝道者,レムナントの指導者 
②次世代いやす人(Covenant)-カデシュ・バルネヤ運動,ミツパ運動,ドタンの町運動,見張り人運動,会堂運動 

③未来いやす伝道者-伝道神学定立+伝道弟子+宣教弟子 
④結論-サミット計画をたてなさい(契約-ビジョン-夢-イメージ(みことば/祈り)-人生作品) 

 

9)伝道学(9月8日)→ 伝道者の条件(ピリピ4:13) 
▲先にうつわを壊しなさい(落とし穴、枠、わな)そして本当に福音を持った者は理由がなく、理由を知って、他の理由を分か
る者だ。それゆえ、うつわを大きくしなさい！ 

 
10)核心訓練(9月8日)→ (RTS週間)至急な運動(Ⅱテモテ1:4-5) 
▲サタンはみなさんを恐れないで、みなさんとともにいるキリストだけを恐れる。神学の目的は救いと生命を説明することだ。 

①世界の問題-福音を知らなければ伝道できない。 
②次世代伝道者-伝道を知らなければ契約の旅程をのがす。 
③いやし/サミットの伝道者-病気になった人をいやして、サミットにして、契約の旅程を分かればいやすことができる。 

④結論(三つ決定)-契約の旅程(CVDIP)確定+最高の時刻表味わうこと(使徒1:1,3,8→62)+答えの中の答え(24/25/永遠) 
 

11)区域教材(9月9日)→ (福音刻印5) 36課:私はなぜ確信がないのか(Ｉヨハネ5:11-13) 

週間メッセージの流れ(2018.9.2.-2018.9.8.) 


